
公募中

・バックオフィス業務の効率化やデータを活用した顧客獲得など、
生産性向上やコロナ対策に繋がるITツールの導入を支援します。
※飲食、宿泊、小売･卸、運輸、医療、介護等のサービス業の他、製造業や建設業等も対象。

中小企業 ●

小規模 ●

支援機関 ●

自治体
その他

IT導入のきっかけ・課題
・社外取引先との情報やりとりが｢紙ベース｣で打合せ時の共有ミスが発生していた。
・働き方改革として、在宅勤務も可能な労働環境整備の必要性を感じていた。
IT導入のポイント
・｢紙ベース｣の情報をクラウド上で管理。情報共有機能で遠隔打合せも円滑に。
導入による効果
・施工図面や現場写真など紙ベースの情報をクラウド上で管理することで、施主や
建設協力業者との遠隔打合せが円滑に行えるように。社員の在宅勤務も可能に。

（その他の事例）https://www.chugoku.meti.go.jp/topics/ryutsu/210322.html

「IT導入補助金2021」事務局HP https://www.it-hojo.jp/
チラシ(公募予告) https://seisansei.smrj.go.jp/pdf/0103.pdf

～旧「特別枠」が「低感染リスク型ビジネス枠」に改編予定～
✔以下の２類型で構成され、補助率は２／３に統一。
✔「低感染リスク型ビジネス類型」は販売管理・労務など複数の業務プロセス
を「非対面化し一層の生産性向上を図るITツールの導入」を支援。

✔「テレワーク対応類型」は生産性向上のための「テレワーク環境の整備」に
寄与する「クラウド型のITツールの導入」を支援。

事業類型
通常枠 低感染リスク型ビジネス枠

Ａ類型 B類型 C類型
(低感染リスク型ビジネス類型)

D類型
(テレワーク対応類型)

下限額 30万円以上 150万円以上 30万円以上 30万円以上
上限額 150万円未満 450万円以下 450万円以下 150万円以下
補助率 １／２以内 ２／３以内
補助対象
経費

ソフトウェア､クラウド利用費､専門家経費等 ソフトウェア､クラウド利用費､専門家経費等
※PC･タブレット等のレンタル費用含む

【トピックス】
IT導入補助金2021の交付申
請を受け付けております。
（通常枠・低感染リスク型
ビジネス枠とも）

※事業計画期間において「給与支給総額が年率平均1.5％以上向上」「事業場内最低賃金が地域別
最低賃金＋30円以上」を満たすこと等を加点要件（一部事業者等については必須要件）とします。

公募期間：令和３年４月７日～終了時期は後日案内予定
次回締切：令和３年９月30日17時予定(３次公募〆切り）

※４次公募〆切予定：１１月中旬予定

お問合せ先：中国経済産業局　産業部　流通・サービス産業課 (082-224-5655)

サービス等生産性向上IT導入支援事業
「IT導入補助金2021」 補助金

R２補正 IT導入で業務効率化･コロナ対策をしたい
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※同社HPより引用

院庄林業住宅(株)【建設業】（岡山県津山市）
～コロナ禍での非対面ビジネスを実現！図面クラウド共有により取引先との打合せが円滑に！～
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運送事業者におけるＩＴ補助金活用による経営課題解決のヒント 
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狭山貨物運輸株式会社
「匠」をキーワードに、重機・機械、樹木などの専門技術を必要とする運送サービスを提供
クラウド型会計システムの導入で各拠点がつながり、情報の「見える化」と業務効率化を実現

ITツール FX4クラウド

メーカー 株式会社TKC

支援事業者 TKC全国会
コミュニケーション 給与 決済

顧客管理 原価・業務管理 ● 人事・シフト

財務・会計管理 ● 販売・店頭 予約

IT導入の
きっかけ

 本社以外の4拠点の経理業務を本社のみで行っていたため、各拠点か
らの書類の収集・入力作業や月末の経理処理が集中していた。この非
効率な状態は30年以上にわたって続いており、効率化が長年の課題
だった。本社一極集中の解消は、BCP対策の面でも課題だった。

 税理士事務所から今回導入したITツールを紹介された。課題解消が期
待できるものの投資判断のタイミングが見計らっていたところ、税理
士事務所からIT導入補助金を教えてもらい、導入を決断した。

4拠点の経理業務を本社のみで行っており、業務効
率化とBCP対策が長年の課題だった

取組みの内容

 クラウドサービス型会計システム「FX4クラウド」を導入した。
＜導入の進め方＞
取締役（総務部長）、税理士、支援事業者の三者で導入を進めた。
教育に関しては、支援事業者が各拠点を回ってサポートを行った。
平成29年6月から新システムの運用を開始。決算時期にあわせた良い
タイミングでの移行となった。

導入を予定していた3拠点のうち1拠点は現在未導入だが、運用体制や
組織の見直しを行った後、導入を予定している。

各拠点に経理処理を分散させるため、クラウド型
会計システムを導入

効果

クラウド化によって各拠点がつながったことで、経理情報が日々「見
える化」され、従来生じていたロスタイムもなくなった。

業務効率化によって時間に余裕が生まれ、これまで手が回っていな
かった経営資料の作成や、営業情報の社内共有に時間を割くことがで
きるようになり、業績にも好影響を与えている。

毎月4日程度かかっていた経理処理が、現在は1日弱に短縮するなど、
営業所と本社間の情報共有と経理処理の時間短縮につながった。

クラウド化により各拠点がつながったことで、経
理情報の「見える化」と経理業務の効率化を実現

組織概要

所在地：埼玉県狭山市入間川3146-2
設 立：昭和40年5月
従業員：111名
U R L：http://www.sayamakamotsu.co.jp/

運輸

４日 １日

導入前 導入後

数字でみるIT導入の効果

本社における月次経理処理所要日数
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